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ま え が き 

 

 日本における労働時間は、主に所定外労働時間（残業）の長さと、年次有給休暇の未消化

によって長時間化している。1987 年の労働基準法改正とその後の段階的な週 40 時間への移

行によって法定労働時間が短縮され、また 2010 年 4 月から 1 ヶ月に 60 時間以上の時間外労

働に対しては割増率を 50％とすることになっている。また同時に年次有給休暇の時間単位の

取得も可能となった。 

 しかしそれにもかかわらず、全体として日本の労働時間が短縮する傾向にあるとは言えな

い。長時間労働は、働く個人の心身だけでなく、家族との生活に対しても悪い影響を与える

懸念がある。また企業経営にとっても、長時間労働によって効率や生産性が低下することに

なれば、大きな問題であろう。 

 労働政策研究・研修機構は、これまで数度にわたる労働時間や年次有給休暇に関する調査

研究を実施してきた。それらの調査研究によって、日本の労働時間や年次有給休暇の現状が

詳細に検討されてきた。 

 本資料シリーズでは、近年実施された調査データを再集計し、残業と年次有給休暇の未消

化の問題と労働者の意識や考えに焦点を当てた。その結果、労働時間の長さも年休取得率の

低さも、職場の環境が大きく影響しているということがわかった。業務量の多さや突発的な

仕事が入ること、人員が足りないこと、代替要員がいないことなどは、労働時間を長くし、

また年休を取得しにくくしている。 

 本調査報告が、日本の労働時間の主要な問題である、残業と年次有給休暇未消化問題の本

質を理解すること、及び今後の有効な対策のために資することを期待したい。 
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